
坂出っ子ステップアップシート Ⅱ－③　１次関数

（　　）月（　　）日（　　）年（　　）組　氏名（　　　　　　　　　　　　）

１　１次関数の対応表が次のとき， を の式で表しなさい。y x

　

　

２　次の１次関数の式を求めなさい。

①　点（０，－３）を通り，傾きが２

③　変化の割合が－３で のとき4x 2y

②　点（－２，０）を通り，傾きが  
3
2



④　 のとき のとき0x 2y 4x 4y

　⑤　 の値が１増加するとき の値は３減少し， のときx y 0x 4y

⑥　点（２，７）を通り，直線 に平行な直線35  xy

⑦　２点（５，２），（－５，－６）を通る直線　　⑧　右のグラフの直線の式

　　

　　

３　次の１次関数で， の変域が〔　　　　　〕のとき， の変域を求めなさい。x y

①　 　〔０≦ ≦６〕　　　　　　　②　 　〔－１≦ ＜２〕　4
3
2

 xy x 52  xy x

x … －３ ０ ２ … x … １ ３ …①

y … ０ ３ ５ …

　②

y … １ －７ …

たいへん

よくできました
合　格 復習しよう

12点 10点以上 ９点以下
得点

　　　　　／12



522 y
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54  xy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　次の１次関数の式を求めなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　点（０，－３）を通り，傾きが２

　　　　　　 　　3b 2a 32  xy

③　変化の割合が－３で のとき4x 2y
　　　　 3a

に， を代入する。　bxy  3 2,4  yx
　　　　10122  bb 103  xy

⑤　 の値が１増加するとき の値は３減少し， のときx y 0x
　　 　　4y 3a 4b 43  xy

②　点（－２，０）を通り，傾きが  →
3
2


3
2

a

　

　

④　 のとき のとき0x 2y 4x 4y
に を代入する。2,2  axyb 4,4  yx

　
2
3

4
6,64,244  aaa 2

2
3

 xy

⑥　点（２，７）を通り，直線 に平行な直線35  xy
に， を代入する。　bxy  5 7,2  yx

　　　　　3107  bb 35  xy

⑦　２点（５，２），（－５，－６）を通る直線　　　　　　　　　　⑧　右のグラフの直線の式

(例) baxy  において， 6,5,2,5  yxyx を代入する。　　　　切片 1b 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾き 　
2
1

a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　2
5
4

 xy 1
2
1

 xy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　次の１次関数で， の変域が〔　　　　　〕のとき， の変域を求めなさい。x y

x … －３ ０ ２ … x … １ ３ …①

y … ０ ３ ５ …

②

y … １ －７ …

たいへん

よくできました
合　格 復習しよう

12点 10点以上 ９点以下
得点

　　　　　／12

①　 　〔０≦ ≦６〕4
3
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 xy x

－４≦ ≦０y

x ０ ６
y －4 ０

②　 　〔－１≦ ＜２〕52  xy x

１≦ ＜７y

x -1 ２
y ７ １

ba
ba



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を(1)に代入2b

　

　　　　　　　
45

225
252





a
a

a 5
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a

２つの直線が平行→グラフにおける傾き（ の値）が等しい。a

1 次関数　 baxy 

に， を代bxy  4 1,1  yx
入 5,41  bb

に， を代入する。bxy 
3
2 0,2  yx

3
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3
40  bb
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 xy




